
令和６年２月に海難審判所で言い渡された裁決が、ホームページに掲載されました（令和６年４月）

海難防止へのインフォメーション （公財）海難審判・船舶事故調査協会

上記事件のうち、海難審判所（東京）と横浜地方海難審判所の裁決２件について、“概要版”を作成しました
公表された裁決書をもとに当協会の責任で編集しましたので、詳細は海難審判所ＨＰでご確認ください

① 貨物船Ａ(498ﾄﾝ) 乗揚事件
高知県久礼港において、西行中のＡ船が防波堤の消波ブロックに乗り揚げ、船底に破口を生じ、後に廃船処理された

② 旅客船Ａ(5,681ﾄﾝ) 岸壁衝突事件
東京都御蔵島港において、入航操船中のＡ船が岸壁に衝突し、Ａ船と岸壁にそれぞれ損傷を生じた

海難審判裁決書

https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/tokyou/tkR06/5tk001.pdf
https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/R06nen/3yh/yhR0602/5yh026.pdf
https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu.htm


《背景》 ・船長は、転針するときに自身の船橋当直以外でも昇橋して操船指揮をとって
おり、休息の中断や睡眠中でも目が覚めることが頻繁にあって、睡眠不足

の状態であった

・船橋航海当直警報装置は、船橋の左舷前部天井にセンサーを取り付け、当

直者の動きを３分間検知しなければ警報を発するように設定して作動させて

いた

・船長は、眠気を催したとき、顔を洗えば眠気を払拭できると思い、顔を洗っ

たものの、操舵スタンドにもたれ掛かる姿勢で、自動操舵で船橋当直を続け

ているうち、いつしか居眠りに陥り、船橋航海当直警報装置が警報を発した

が、目が覚めなかった

（公財）海難審判・船舶事故調査協会海難審判所（東京）（令和６年２月言渡）

① 貨物船Ａ(498ﾄﾝ) 乗揚事件
（久礼港において、西行中のＡ船が防波堤の消波ブロックに乗り揚げ、船底に破口を生じ、後に廃船処理された ）

海難防止への
インフォメーション

[受審人]            《 懲戒 》 
船  長： 五級海技士（航海） → 業務停止１か月

【海難概要】 夜間、高知県久礼港東方沖合において、Ａ船(498ﾄﾝ、5人乗組、石材

1,200ﾄﾝ積載)は、同県須崎港に向け航行中、単独の船橋当直に就いていた船長が、

居眠りに陥り、久礼港の防波堤の消波ブロックに乗り揚げ、船底に破口を伴う凹損等

を生じ、後に廃船処理された

《原因等》 船長が、睡眠不足により眠気を催したとき

居眠り運航の防止措置を十分にとらなかった

船長は、乗組員を呼んで２人で船橋当直に当たるなど

居眠り運航の防止措置を十分にとるべきであった

＊本裁決は、Ｒ６.２.１３に言い渡されました。
詳細は海難審判所のＨＰでご確認下さい

【発生日時】 令和３年３月８日２１時４０分
【発生場所】 高知県久礼港
【 死 傷 者】 なし
【 損 傷 等】 球状船首に圧壊、船底に破口を伴う凹損等を生じ、後に廃船処理

された 

https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/tokyou/tkR06/5tk001.pdf
https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/tokyou/tkR06/5tk001hp.pdf


（公財）海難審判・船舶事故調査協会横浜地方海難審判所（令和６年２月言渡）

② 旅客船Ａ(5,681ﾄﾝ) 岸壁衝突事件
（東京都御蔵島港において、入航操船中のＡ船が岸壁に衝突し、Ａ船と岸壁にそれぞれ損傷を生じた）

海難防止への
インフォメーション

【発生日時】 令和５年２月１２日１２時３４分僅か前
【発生場所】 東京都御蔵島港
【 死 傷 者】 なし
【 損 傷 等】 Ａ船：球状船首に亀裂等を伴う凹損等を生じた

岸壁：壁面に擦過傷を生じた

＊本裁決は、Ｒ６.２.２８に言い渡されました。
詳細は海難審判所のＨＰでご確認下さい

[受審人]            《 懲戒 》 
船  長： 二級海技士（航海） → 業務停止１か月

《背景》 ・Ａ船の運航管理者は、御蔵島での入航操船について、所属船舶の各船長に
対して文書による注意喚起を行い、「入航操船に影響する外力の状況を早

期に把握するように努め、着岸岸壁から0.3海里（560ｍ）に接近するまでに

自船の姿勢や行きあしに外力が大きく影響を与える場合には、着岸を中断

し、沖合に退避する」旨を周知していた

・船長は、約8年間の船長経験を有し、Ａ船で御蔵島港への着岸操船経験が

約100回あり、日頃、着岸岸壁からの距離が0.5海里（930ｍ）のところで8.5

ノットとすることを目安にしていて、過去に同港への着岸操船中、外力の影

響を受け、着岸を中断してやり直したことがあった

・船長は、本件時、機関を全速力後進にかけて行きあしを逓減すれば無難に

着岸することができると思った

【海難概要】 東京都御蔵島南西方沖合において、Ａ船(5,681ﾄﾝ、24人乗組、旅客10人、

コンテナ22個積載)は、北東方に向かう強い海流を船尾方から受ける状況下、同港南

岸壁に向け接近中、過大な速力のまま同岸壁に衝突し、Ａ船と岸壁に損傷を生じた

《原因等》 Ａ船から南岸壁まで560ｍとなり、船長が、電子海図情報表示装置の速力

表示（12.3ノット）を見て、想定よりも減速してなく、速力がいつもより過大である状況を

認めたとき

運航管理者による注意事項の遵守を十分に行わなかった

船長は、一旦着岸操船を中断して沖合に退避してから着岸をやり直すなど

運航管理者による注意事項を遵守すべきであった

https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/R06nen/3yh/yhR0602/5yh026.pdf
https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/R06nen/3yh/yhR0602/5yh026hp.pdf
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